
平成 26 年度 第 11回 
日本口腔インプラント学会認定施設東京形成歯科研究会主催  

「認定講習会」 及び 「研修会」 開催のご案内 

 
 

講演――――――――――――――――――――――――――――― 

 
「歯科インプラントの歴史的考察と海外における評価」 

ユニバーサルインプラント研究所施設長/日本口腔インプラント学会指導医・専門医  星野 清興 先生 

 

「日本における専門医制度の問題点」  

弘前大学大学院医学研究科 歯科口腔外科学講座教授  木村 博人 先生 

 

「インプラント社会学 私のインプラント遍歴」インプラント臨床—導入から現在までの変遷をたどるー 

日本大学松戸歯学部 臨床教授・放射線学講座 兼任講師／東京形成歯科研究会 月岡 庸之 先生 

 

開催概要――――――――――――――――――――――――――― 
 

日 時  
平成 27年 2月 22日(日) 10:00～ 

 

場 所  
オクデラインスティテュート セミナー室（5F） 

※当日は、「4F・王子フィットネス＆ジム」までお越しください。 
5Fセミナー室へは 4Fを経由して頂きます。 

 

住所:東京都北区王子 2-26-2 ウェルネスオクデラビルズ 

TEL :03-3919-5111 ／ FAX:03-3919-5114 

※当日の連絡先 TEL:03-3912-9275 
 

お申込み方法  

別紙「参加申込書」に必要事項をご記入の上、FAXまたは E-mailにてお送り下さい。 

送信先 → FAX：03-3919-5114 

送信先 → E‐mail：okudera@carrot.ocn.ne.jp  

 

 

講 師  

ユニバーサルインプラント研究所施設長/日本口腔インプラント学会指導医・専門医  星野 清興 先生 

弘前大学大学院医学研究科 歯科口腔外科学講座教授  木村 博人 先生 

日本大学松戸歯学部 臨床教授・放射線学講座 兼任講師／東京形成歯科研究会  月岡 庸之 先生 

 



タイムスケジュール 
 

10:00 ～  講演「星野 清興 先生」 

12:30 ～  昼食 

13:30 ～  講演「木村 博人 先生」 

15:30 ～  講演「月岡 庸之 先生」 

         

講演内容 

○午前の部  

 

「歯科インプラントの歴史的考察と海外における評価」 

星野 清興 先生 

 

最近歯科インプラント治療は通常の医療に定着しつつあります。ほぼ 40 年前日本では歯科イン

プラントが普及していなかった時代には好奇の見方ですらあり否定論者が殆どでありました。歯

科インプラントが完全に確立されなかった歯科専門分野は非常に独立して口腔外科、補綴、矯正

歯科、小児歯科、歯周病など関連分野の連携が無かった事も一因です。 

その後、今日、歯科インプラントは咬合機能の改善における重要な歯科領域になった。最初の開

拓者の長期的な努力の結果試行錯誤の上、歯科インプラントのアプリケーションは非常に限られ

唯一のネジやシリンダー型インプラントが一般的です。その他の医療用インプラントは選択の患

者の一般的な健康状態、解剖学的構造、少ない外科的侵襲を少なくする事 が最も重要な要因で安

全と良い要求充足性患者する必要があります。科学的研究は、治療法についての境界線を持た

ず、全体的な歯科インプラントを考える必要があります。限られた商業インプラントでは解決不

能の場合も見られます。高度な技術は非常に高齢化社会においては有病者が増え、インプラント

の成功要因に影響を及ぼす可能性が高く医療連携が重要である所以です。近い将来 Ips 細胞も天

然歯との活用が期待されます。もちろん EBM は最も重要な世界の歯科インプラントの基本理念 

が完全に確立されなければならないと考えています。 

 

〔略 歴〕 

星野 清興 

昭和 45年 日本大学歯学部卒業 

昭和 45年 4月～昭和 48年 東京大学医学部口腔外科学教室 研究生・文部教官助手 

昭和 48年～昭和 56年 日本大学医学部第生理学教室 研究員  

昭和 58年 医学博士学位授与 

昭和 58年～現在 臨床家として府中市・港区・文京区にて診療活動従事 

平成 2年～平成 15年 日本口腔インプラント学会理事歴任 

ユニバーサルインプラント研究所施設長 

日本口腔インプラント学会指導医・専門医 

 

 

 

 

 



○午後の部 ① 

 

「日本における専門医制度の問題点」 

木村 博人 先生 

 

近年、「患者中心の安心・安全な医療の実践」という観点から、医科・歯科を問わず、各診療領域

において「高度で良質な医療を国民に提供する専門医」を育成する専門医制度の設計・運用が求め

られている。一方、専門医資格名の広告は、国民の適切な医療機関の選択に資するという意味で非

常に重要である。本講演では、昨年 5月に設立された「日本専門医機構」の概要を紹介し、歯科に

おける専門医制度の現状とその問題点を提示する。 

 

〔略 歴〕 

昭和 54年 3月 東北大学歯学部卒業 

55年 4月 弘前大学医学部附属病院歯科口腔外科 医員 

56年 4月 弘前大学医学部附属病院 助手、同 60年 10月 講師 

平成 元年 6月 弘前大学医学部 助教授 

平成 6年 4月 弘前大学医学部 教授（附属病院歯科口腔外科科長を併任） 

平成 20年 4月 弘前大学大学院医学研究科歯科口腔外科学講座教授に配置換え    

現在に至る。  

〔資格・主な社会活動〕 

歯科医師免許証取得（昭和 54年）、医学博士号取得（昭和 60年） 

（公社）日本口腔外科学会 常任理事、専門医・指導医 

（公社）日本口腔インプラント学会 常務理事、専門医・指導医 

（一社）日本小児口腔外科学会 理事長 

（一社）日本歯学系学会協議会 常任理事 

日本歯科医学会評議員会 議長 

歯科医師臨床研修マッチング協議会 運営委員会委員 

その他、国内外の各種関連学会会員、評議員 

 

 

○午後の部② 

 

「インプラント社会学 私のインプラント遍歴」 

インプラント臨床—導入から現在までの変遷をたどるー 

月岡 庸之 先生 

 

私にとってのインプラント臨床の履歴は、自己の歯科治療の変遷そのものを語るといって過言で

はありません． 

導入当初のいわゆる外科主導型治療から、現在の補綴主導型治療に至までの道のりは決して平坦

な物ではなく挑戦と困難の連続でありました．もちろん現在も完成した物ではなく継続して改善

と進化をしなければならない点は多くあります． 

しかしながら治療の発展にはルールがある事が少し理解できる様になりました． 

今回は、インプラント臨床においての思考すべきルールと治療成功の要素について、私の臨床例



を交えて解説を加えていきたいと思います． 

 

〔略 歴〕 

月岡 庸之 

昭和 63年 日本大学松戸歯学部卒業 

昭和 63年 日本大学医学部 歯科口腔外科教室入局 

平成９年  つきおか歯科医院 開設 

平成 11年 医療法人庸明会つきおか歯科医院 理事長 

平成 25年 日本大学松戸歯学部 放射線学講座 兼任講師  

平成 26年 日本大学松戸歯学部 臨床教授 

〔資 格〕 

東京形成歯科研究会会員 

歯学博士 

日本口腔インプラント学会 専門医 

日本歯科放射線学会 認定医 

日本顎顔面インプラント学会会員 

日本口腔外科学会会員 

ITI member 

ITI Study Club, Packs Tokyo Director 

ICOI Fellow 

〔連絡先〕 

〒179−0076 

東京都練馬区土支田２−29−16 

医療法人社団 庸明会 

つきおか歯科医院 

Tel&Fax : 03-5387-1758 

E-mail : UGK64590@nifty.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〒114‐0002 東京都北区王子 2‐26‐2 ウェルネスオクデラビルズ 3F オクデラメディカル内 

東京形成歯科研究会 事務局 

TEL：03‐3919‐5111 ／ FAX：03‐3919‐5114 ／ E‐mail：okudera@carrot.ocn.ne.jp 

mailto:UGK64590@nifty.com

